





















































International Journal for Shαmanistic Research) ~ (以下『シャマン』と略)の第
1 号に掲載された rw トランス~， wエクスタシー~，そして同様の概念はシャマ
ニズムの研究において適切か? (Are“Trance"，“Ecstasy" and Similar Concepts 
Appropriate in the Study of Shamanism?) Jのことである。この時の討論における
フルトクランツの反論の内容は1997年の『シャマン』第 5号に「特にアメリカ
インディアンに関する，エクスタシーのシャマニズムにおけるいくつかの視点
(Some Points of View on Ecstatic Shamanism， with Particular Reference to American 
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おけるエクスタシーの意味 (TheMeaning of Ecstasy in Shamanism) J) ，同時に
それに対するアマヨンの反論 (IWエクスタシー』または西洋が夢見るシベリア
のシャマン(‘Ecstasy'or the West-Dreamt Siberian Shaman) J) とフルトクラン


































Mariko N. et al. ed. 2004 : XVIJ。さらに，シャマンの記述は1698年，オランダ
の商人エーヴェルト・イスブラント・イデスと同行のアダム・ブラントによっ
てなされた。イスプラント・イデスは，ツングース諸族の「呪術師」である saman





ジアに求めるべきという主張もあれば [Laufer1917 : 362 -71 J ，サンスクリッ














る [Voigt1984 : 14J。その内容については[フラハティ 2005: 156 -68Jに詳しい。




としてである [Hamayon2004 : 143J。そのような傾向をアマヨンはシャマニ


















マヨンは「医療化」と呼ぶ [Hamayon1993 : 18 ; Hamayon 1998 : 179 -80 ; 
Hamayon 2004 : 144J。また，この心理学的視点の強調は，シャマンの真偽を
確かめようとする見方にも繋がっていくことになる。
20世紀初頭， R. R. マレットの弟子のマリー・アントワネット・チャプリ
G. Georgi)などが挙げられる [Hoppa11989: 75 -7J。なお，彼らの著作にある図
版は[ホッパール1998: 64-9Jに詳しい。







さであるJ[Czaplicka 1914 : 198J と述べている。また， Iヒステリーはシャマ
ンの召命の真の原因であるが，同時に，シャマンは実際の発作の聞に彼自身を
制御する大いなる力を備えていることによってこの病気の普通の患者とは異な











































マヨンは「理想化」と「普遍化Jという言葉でまとめている [Hamayon1998 : 
180-1 ; Hamayon 2004 : 144-5J。
アメリカでは，エリアーデの見方を継承しながらも，独自の発展がみられた。
トランスまたはエクスタシーという用語が示していた内容は「変性意識状態


















る [Dixon1908 : 1 J。
13 例えば， w宗教百科事典 (Encyclopediaof Religion) ~第二版においては，シャマン
のエクスタシーを変性意識状態 (ASC) として述べ，脳波などの生理学・心理学的
説明を用いながら，シャマンの変性意識状態は「意識の統合様式」を引き出すと論









ばしば批判された14 (ドーミニク・シュレーダー，フィントアイゼン， 1. M. 







































会的職能者である」とされる [Hultkrantz1973 : 34J。しかし，ここで用いら
れているエクスタシーの語は単純に脱魂と訳されるものではない。彼は，シャ
マニズムに脱魂 (soulflight)だけでなく「精霊の到来 (thearrival of the spirits) J 
も認めているからである [Hul此rantz1973 : 29J。他の研究者のエクスタシー，
トランスの用法をつぶさに確認していくわけにはいかないが，アマヨンの指摘
によると， Iこれらの用語(エクスタシーとトランス)の意味は詳述されるこ














フルトクランツの他には，リュック・ド・ウーシュ (Lucde Heusch) ，ジルベール・
ルージェ (GilbertRouget)を挙げている [Hamayon1993 : 3 -4J。ド・ウーシュは，
「エクスタシー的諸宗教 (ecstatic religions) Jをシャマニズムとポゼ、ツションを包
括する表現として使用している [Heusch1981 : 152J。また，ルージェの定義では，
エクスタシーとトランスを「連続体の正反対の極」として定義していることをアマ

























[Hamayon 1993 : 6Jと述べ，今回の論争の中ではトランスの用語に絞って議
論を展開している。フルトクランツは「エクスタシーは人文学的・神学的， ト
ランスは医学的・精神医学的用語」で， r同じものごとに対するこつの言葉」

























び分析概念としての「記述の精密さ不足J[Hamayon 1993 : 6Jという問題で





























23 アマヨンは， トランス(佐ance)の起源となったラテン語 transireを参照し， r死ぬ
こと，むこうへ行くこと，ある状態から別の状態へと推移すること」という意味を








という問いももたらされることになる [Hamayon1993 : 8-9J。これらの問題
は，アマヨンによればトランスの用語の使用によって起こるのだが，その際に






















木， 1983: 233J。しかし， r真正/擬制Jの問題は，岩田慶治の議論などに見られ
るように，たびたび繰り返されることになる[岩田1984J。また，桜井は『シャー
マニズムとその周辺』において深層心理学の実験的研究をシャマン研究へ応用する
ことを提案しているが[桜井2000: 32 -5]，これは「真正/擬制j の問題に結びつ
く可能性はないだろうか。
25 アマヨンは本質的素因 (naturalpredisposition)，本質的性質 (naturaldispositions)， 
本質的素質 (naturalaptitude) といった表現も同じような意味で使用している。
26 アマヨンはロドニー・ニーダムの信仰概念の研究から得られた結論を引用している



























27 アマヨンは ["W トランス~， wエクスタシー~，そして同様の概念はシャマニズムの研
究において適切か ?J の結論において，シャマンの儀礼の形態的な分析のため，カ
イヨワの「遊び (play)Jの概念を適用することを提案している [Hamayon1993 : 
21-2J 
28 この言い回しを，アマヨンはホイジンガの著作から引用している。[ホイジンガ1971
(1956) : 49J を参照。
29 もし，表象を表象の指し示すものそのものとして認識したり，認められた文化的枠
組みの外で同様の行為を行ったりすれば，それは狂気へ足を踏み入れることになる




ワキウトル族のシャマン，ケサリード (Quesalid)を引用している [Hamayon1993 : 
11-2 ;レヴィ=ストロース1972: 192-6J。重要なことは，適切にうまく行うこと

















れていると指摘する [Harnayon1993 : 17 -20 ; Harnyon 1998 : 179 -82 ; 





























































































36 フルトクランツは， r私の同僚，ルイーズ・パックマン (Louise Backman)教授は，
彼女自身サーミ人の一人であるのだが，死ぬことに対するサーミの言葉jaamedhは
麻痕することを意味する言葉jaamelgidh (=die a litle)の中に組み込まれていると
私に言ったJと述べ， トランス状態を「死ぬこと」として表現される例をサーミ人







































a : 169J。対して，シャマニズムの要素のうち， I人的ケアの要素，シャマン的
人格，パートタイムのシャマンのような俗的存在， ドラムやその他の補助道具，
シャマンの役割演技 Crole-playing)，シャマンの社会的立場と性生活，シャマ
ンの詩など」は非宗教的要素とされる [Hultkrantz1988 : 37J C傍点引用者)。
の関係に集中する時，アマヨンは確かに正しい。しかし，それはシャマンのトラン

































挙げる [Hultkrantz1998a : 168J。しかし，キリスト教神秘主義などはどちら
39 例えば Iシャマンの芸術についての議論における主要なテーマとしてシャマンと
精霊の聞の関係に集中するとき，アマヨンは確かに正しい」とも述べている









の行為を決して混同しない。J[Hamayon 1993 : 8J Iコミュニティは他の成員が同
じこと(儀礼枠組みにおける精霊との関係の維持)をすることを禁じる。彼らにお

































42 Il'シャマニズム:世界の信仰と実践と文化の百科事典 (Sham仰 ism:an encyclopedia 
of world beliφ" practices， and culture) ~での全体としての定義が，フルトクランツの
定義に依拠していることからも，シャマニズム研究におけるフルトクランツの影響

















る言葉で表され，野生動物に例えられ， r社会様関係 (socia1-likerelationships) J 















かに越えてさかのぼるのだが [Hamayon1998 : 185J。
このようなシャマニズム研究を含めた「シャマニズム」という現象における傾
向を文化的背景と関連付けて考える視点は，後の編著『シャマニズム概念:使
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Some Problems in the Theory of Shamanism 
一一一 Throughthe Controversy between Hamayon and Hultkrantz一一
KURITA Hidehiko 
The definition of “shamanism" is a difficult problem. Researchers' concems have gradually 
parted from this subject mattぽ， and today it is generally used simply as a convenient term in 
order to describe specific cases in which some “shamanistic" aspects are involved. Even in this 
situation， however， Intemational Society for Shamanistic Research (ISSR) started functioning in 
1991， and the necessity of the concepts such as“trance" or“ecstasy" in the definition was 
intensely discussed between Ake Hultkrantz and Roberte Nicole Hamayon in the second ISSR 
conference. Hamayon indicates that the term“仕ance"lacks descriptive precision， and includes 
both epistemological and historical-ideological problems， suggesting that it should be abolished. 
Hul依rantzreplies that if we want to retain the concept of shamanism we must continue to stress 
the character of “trance". 
The aim of thisぽticleis to reconsider such concepts as“trance" or“ecstasy" and the theory of 
shamanism by re-examining this controversy. In conclusion， 1 point out the effectiveness of 
Hamayon's approach in shamanistic research. The present shamanistic research would not be able 
to progress without considering such reflexive point of views. 
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